
【資料２－５】

第４期東久留米市障害福祉計画
（平成２７年度～平成２９年度）

ＰＤＣＡ表
（平成２７年度振り返り）



２－（１）福祉施設入所者の地域生活への移行

２９年度までの
目標値

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

92

２９年度までの
目標値

平成２７年度 平成２８年度 平成２６年度

3

内容

・在宅１名
・市内グループホーム１名
・市外グループホーム１名
（死亡１名）

評価 協議会意見 改善

説　明

年度別実績

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

　国が定める「基本指針」に基づき、平成２９年度における数値目標を定めています。
　平成２９年度末における地域生活に移行する人について、平成２５年度末時点の施設入所者数の１２％以上が
地域生活へ移行することとしています。
　また、平成２９年度末の施設入所者数を平成２５年度末時点の施設入所者から４％以上削減することを基本と
して、これまでの実績及び地域の実情を踏まえて設定しています。

年度別実績

３年間の累計目標値：１２人
（平成２５年度末の施設入所者９９人のうち１２人（１２％）の移行）

平成２９年度末時点での施設入所者数：９３人
（平成２５年度末の施設入所者９９人から６人（６％）の削減）施

設
入
所
者
数

地
域
生
活
移
行
者
数

計
画
（
Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）
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２－（２）福祉施設から一般就労への移行支援

２９年度までの
目標値

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

10

内容
就労移行支援から9名
就労継続支援Ａ型から0名
就労継続支援Ｂ型から1名

評価 協議会意見 改善

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

説　明
　国が定める「基本指針」に基づき、平成２９年度における数値目標を定めています。
　福祉施設の利用者のうち、就労移行支援事業等を通じて平成２９年度中に一般就労に移行する人について、こ
れまでの実績及び地域の実情をを踏まえて設定します。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２９年度中に福祉施設を退所して一般就労した人数：１５人
（平成２４年度実績１１人の１３６％）

年度別実績
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３－（１）事業量の見込　訪問系サービス

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

実利用者数 91 79 96 101

利用時間数 1,015 852 1,071 1,127

実利用者数 23 21 25 27

利用時間数 7,900 7,233 8,587 9,274

実利用者数 24 21 25 26

利用時間数 358 402 373 388

実利用者数 20 22 20 20

利用時間数 780 674 780 780

説　明
　アンケートの調査結果から、難病患者の居宅介護及び重度訪問介護の利用希望者から、３年間の見込量を
上乗せした数値設定となっています。
　地域にあるヘルパー資源を更に活用し、障害者介護の特性について学ぶ機会を提供していきます。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度
(平成２８年３月実績）

平成２８年度
(平成２９年３月実績）

平成２９年度
(平成３０年３月実績）

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

改善

行動援護

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見
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３－（２）事業量の見込　日中活動系サービス

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

実利用者数 232 230 241 250

利用日数 4,554 4,804 4,572 4,950

実利用者数 1 1 1 1

利用日数 16 12 16 16

実利用者数 11 12 11 11

利用日数 176 207 176 176

実利用者数 1 2 1 1

利用日数 30 62 30 30

実利用者数 33 30 39 45

利用日数 566 514 669 772

実利用者数 16 15 17 18

利用日数 294 327 312 331

実利用者数 275 291 280 285

利用日数 4,400 5,128 4,480 4,560

療養介護 実利用者数 7 8 7 7

実利用者数 31 48 32 33

利用日数 255 318 264 272

就労移行支援

短期入所

就労継続支援
（Ａ型）

就労継続支援
（Ｂ型）

宿泊型自立訓練

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

・生活介護等、重度障害者の日中活動場所確保へのニーズに対応していきます。
・民間企業との協力で障害者向けの仕事を地域で開拓し、工賃の向上を図ると共に、就労継続Ｂ型からＡ型への
キャリアパスを地域の中に生み出していきます。また、就労支援事業所と就労支援室、ハローワークが連携し、
一般就労への支援及び定着支援を行います。
・サービスの量的整備に加え質的な向上のため、研修や指導検査の体制を検討します。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度
(平成２８年３月実績）

平成２８年度
(平成２９年３月実績）

平成２９年度
(平成３０年３月実績）

生活介護

自立訓練
（機能訓練）

自立訓練
（生活訓練）

評価 協議会意見 改善

説　明
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３－（３）事業量の見込　居住系サービス

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

共同生活援助 125 125 128 130

施設入所支援 95 92 94 93

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

説　明

・地域移行、知的障害者の親亡き後を見据えた対策、長期入院している精神障害者の地域での受け皿として
グループホームを整備していきます。
・施設入所支援については地域移行の推進と当事者の希望の調整を図りながら、徐々に減らしていくよう計
画します。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度
(平成２８年３月実績）

平成２８年度
(平成２９年３月実績）

平成２９年度
(平成３０年３月実績）

評価 協議会意見 改善

-5-



３－（４）事業量の見込　児童系サービス

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

実利用者数 47 49 47 47

利用日数 699 605 699 699

実利用者数 100 122 105 110

利用日数 965 1,434 1,014 1,062

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善

説　明
放課後デイサービスの事業所の進出、利用者が増加していますが、サービスが児童の健全育成に有効なもの
となっているか、検証していきます。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度
(平成２８年３月実績）

平成２８年度
(平成２９年３月実績）

平成２９年度
(平成３０年３月実績）

児童発達支援

放課後等
デイサービス
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３－（５）事業量の見込　特定相談支援と地域相談支援

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

計画相談支援 64 87 65 66

障害児相談支援 13 15 13 14

地域移行支援 1 0 1 1

地域定着支援 1 0 1 1

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善

説　明 全てのサービス利用者に対し計画（障害児）相談支援が提供できるよう体制づくりを進めます。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度
(月平均）

平成２８年度
(月平均）

平成２９年度
(月平均）
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３－（６）事業量の見込　自立支援医療

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

更生医療 80 75 80 82

育成医療 10 14 10 10

精神通院医療 1,899 1,966 1,953 2,008

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善

説　明 自立支援医療（更生・育成・精神通院）の利用希望者に対し、適切に案内、受付をしていきます。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度
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３－（７）事業量の見込　補装具

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

利用件数 275 239 利用件数 280 利用件数 285

大人（給付） 102 大人（給付） 大人（給付）

大人（修理） 101 大人（修理） 大人（修理）

児童（給付） 17 児童（給付） 児童（給付）

児童（修理） 19 児童（修理） 児童（修理）

改善

平成２７年度
評価（Ｃ）
→改善（Ａ）

評価 協議会意見

説　明

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度

内訳

身体障害者の身体機能を補完・代替するための補装具の利用希望者に対し、適切に案内・受付をしていきます。

平成２９年度平成２８年度
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３－（８）事業量の見込　地域生活支援事業

　①委託相談支援・成年後見制度利用支援

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

委託相談支援
実施個所

2 2 2 2

成年後見制度
利用件数

3 0 3 3

説　明

・障害者等からの相談に応じ、必要な情報提供や権利擁護のための援助を行うことで、自立した社会生活を支援しま
す。またその中で虐待防止のための取り組みを行っていきます。
・判断に支援を要する障害者に対し、権利擁護の視点から成年後見制度の利用支援を行います。また首長申立と第３
者後見人への報酬助成制度を積極的に運用して、制度利用を推進します。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善
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３－（８）事業量の見込　地域生活支援事業

　②移動支援事業

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

実施個所数 33 47 34 34

実利用者数 270 245 280 280

利用時間数 2,450 2,640 2,500 2,500

説　明 移動に困難のある障害者に対し、外出のための援助を行うことで、自立生活と社会参加を支援します。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善
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３－（８）事業量の見込　地域生活支援事業

　③日常生活支援用具

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

介護・訓練支援用具（件
数）

12 19 13 13

自立生活支援用具（件数） 20 15 21 22

在宅療養等支援用具（件
数）

10 14 11 12

情報・意思疎通支援用具
（件数）

30 14 32 32

排泄管理支援用具（件数） 2,050 2,002 2,100 2,150

住宅改修費（件数） 5 10 5 5

説　明
障害に応じた自立生活支援用具等の給付を行い、日常生活の便宜を図ります。また、対象用具の拡大については随時
検討します。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善
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３－（８）事業量の見込　地域生活支援事業

　④日中一時支援　⑤手話通訳者・要約筆記者派遣　⑥手話奉仕員及び手話通訳登録者養成事業

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

実施個所 6 6 6 6

実利用者数 210 206 210 210

200 349 200 200

52 37 55 55

55 65 55 57

説　明
・日中一時支援事業所を整備し、サービス見込量の提供体制を確保します。
・手話講習会を実施し、手話通訳者を養成することにより、手話通訳（要約筆記）者の派遣体制を確保します。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

日中一時支援事業

手話講習会修了者

手話通訳者派遣件数

要約筆記者派遣件数

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善
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３－（８）事業量の見込　地域生活支援事業

　⑦地域活動支援センター　⑧その他（自動車運転免許、改造助成事業）

見込値 実績値 見込値 実績値 見込値 実績値

実施個所数 1 1 1 1

実利用者数 60 68 60 60

実施個所数 1 1 1 1

実利用者数 35 56 35 35

5 4 5 5

3 1 3 3

運転免許取得助成

自動車改造助成事業

説　明

・地域活動支援センターの機能を充実し、障害者の地域活動の支援や地域における相談・支援窓口としての機能を強
化します。
・障害者の運転免許取得、自動車改造に対し費用を助成することにより、社会活動への参加や移動の手段の確保をし
ます。

計
画
（

Ｐ
）
→

実
施
（

Ｄ
）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

Ⅰ
型

Ⅱ
型

平成２７年度
評価（Ｃ）→改善（Ａ）

評価 協議会意見 改善
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